
開館に向けた広報計画について 

 

１．これまでの広報実績について 

［平成２４年度に新たに行った主な取組］ 

・ ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェクトの展開 

・ 公式ツイッターの開始 

・ 県内を拠点に活動されているテレビ（ケーブルテレビを含む）、ラジオ、新聞、

雑誌等の記者や企画担当者を対象とした「新県立博物館現場説明会」の実施 

・ 県内企業や団体に対する、新県立博物館の活動と運営への参画呼びかけ 

※ その他の取組実績については、「新県立博物館の活動と運営Ｖｏｌ．４（最終報告）（案）」

２３ページ以降に記載 

 

 

２．平成２５年度の取組について 

（１）開館に向けた気運の醸成 

・ 引き続き、県や市町がもつ広報媒体（県政だより、テレビ、ラジオ等）を活用

した広報に加え、新県立博物館の広報の一翼を担っていただいている「新県立

博物館みりょく発信隊」（３月２９日現在の登録数１４０）による口コミによ

る広報も展開 

※ 県内の全世帯に配布される「県政だより」について、平成２５年６月号から平成

２６年５月号までの１年間、連載を行う予定 

・ 県民参加型プロジェクトである「ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェ

クト」を随時実施 

※ 現在実施中及び今後実施予定の主なＭＭＭプロジェクト 

 愛称の募集 

新県立博物館が目指す姿のイメージを伝えるとともに、“わたしの博物館”

さらには“みんなの博物館”として親しみや愛着を持っていただけるような

愛称を募集。５月６日の「開館１年前イベント」にて発表。 

 思い出ミュージアム 

自分の好きな絵や文字を描いたタイルを、新県立博物館の壁面に貼り付け

て思い出として残す。第１回を５月６日の「開館１年前イベント」にて実施。 

 展示資料や館内の装飾（モビール）づくり体験 

新県立博物館の展示資料や装飾づくり体験を実施。 

 里山復元プロジェクトへの参加 

新県立博物館のミュージアムフィールドで採取した種子を、家庭や学校で

育て、数年後に里山に戻すプロジェクト 

・ 「開館１年前イベント」をゴールデンウィーク（５月６日）に開催するほか、

夏休み期間には子ども向けのイベント、秋には伊勢をテーマにした県文化施設

との連動イベント、開館直前には内覧会を実施するなど、時期に合わせたイベ

ントも実施 

資料４ 



※ 開館１年前イベントの概要 

開催日：平成２５年５月６日（月／祝） 

内 容：［午前］三重県総合博物館（仮称） 

・思い出ミュージアムの実施（参加者を対象とした館内見学も実施） 

［午後］三重県総合文化センター 中ホール 

・オープン日、開館時間、休館日、観覧料などの発表 

・開館初年度の企画展示の概要発表 

・愛称の発表 

・養老孟司氏の講演、館長との対談 

・イベント参加者を対象とした新県立博物館見学 

・ 広報の実施にあたっては、 

 式年遷宮を迎え、大規模キャンペーン（平成２５～２７年度）を展開する

観光局 

 本年夏、首都圏への情報発信拠点として東京日本橋に三重県営業拠点を設

置する三重県営業本部担当課 

 平成２６年春から秋にかけて「美し国おこし・三重」県民力拡大プロジェ

クトを展開する、「美し国おこし・三重」推進プロジェクトチーム 

といった庁内各部局が行う事業と相互に連携して広報を行うとともに、県内の

博物館等にも協力を依頼しながら、展開していきます。 

 

 

（２）大規模広報キャンペーンの実施 

開館の約半年前（平成２５年秋）から開館年（平成２６年）までの期間において、

県内外の博物館利用者及びマスコミ・旅行社等に対する広報キャンペーンを重点的

に実施します。 

当キャンペーンにおいては、複数のメディアを効果的に活用し、県内向けだけで

はなく、開館以降、ある程度の来館者数が期待される名古屋圏及び京阪神圏（特に

近鉄沿線）向けをメインに実施したいと考えています。 

広報の手法については、基本的な手法を例示しつつ全国の企業等から企画を募集

し、企画提案コンペにて選定・決定することとし、予算の範囲内でより効果が見込

まれると判断される提案があれば、そのツールについても採用していくこととして

います。 

 

［主な実施内容（予定）］ 

・ テレビＣＭ、電車広告、ウェブ広告、雑誌への記事掲載等、複数メディアを効

果的に組み合わせた大規模広報の展開 

・ マスコミや旅行社等に対する営業活動（県職員に加え、営業活動を行う業務を

緊急雇用創出事業による委託として実施予定） 

 




